
第４１３号（１）平成18年３月15日

愛
知
県
板
金
工
業
組
合

愛
知
県
板
金
工
業
組
合

常
務
理
事
会
と

理
事
会
を
開
催

常
務
理
事
会
と

理
事
会
を
開
催

愛　　　　　　板

愛知県板金工業組合
発 行 広報委員会
名古屋市昭和区北山町
３－８－６ 〒466-0006
電 話 052-732-1226

２
月
24
日
㈮
に
愛
知
県
板
は
組
合
事

務
所
に
て
常
務
理
事
会
を
午
後
1
時
よ

り
、
ま
た
理
事
会
を
同
日
３
時
よ
り
開

き
ま
し
た
。
常
務
理
事
会
に
お
い
て
は
、

引
き
続
き
行
わ
れ
る
理
事
会
の
議
事
内

容
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
議
案

が
多
く
、
又
、
そ
の
資
料
も
沢
山
有
り

ま
し
た
が
報
告
や
連
絡
事
項
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
り
、
協
議
事
項
は
１
案
の
み
で

し
た
。

理
事
会
で
は
ま
ず
齋
藤
理
事
長
が
挨

拶
し
、「
年
度
末
で
あ
り
ま
す
が
、
ア
ス

ベ
ス
ト
特
別
教
育
講
習
と
保
証
制
度
の

再
講
習
を
各
地
で
今
後
も
実
施
し
ま
す

の
で
、
対
象
と
な
る
方
は
是
非
受
講
し

て
い
た
だ
き
た
い
。」と
述
べ
、
議
事
に

入
り
ま
し
た
。

総
務
委
員
会

暫
定
で
大
友
副
理
事
長
が
兼
任
し
て

い
た
委
員
長
に
鈴
木
準
一
氏
が
就
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

全
板
和
歌
山
大
会
の
旅
程
、
功
労
表

彰
者
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

第
41
回
通
常
総
代
会
は
５
月
16
日
㈫

午
後
１
時
よ
り
名
古
屋
国
際
ホ
テ
ル
に

て
開
催
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
準

備
を
し
て
い
ま
す
。

県
板
共
済
へ
の
加
入
を
今
後
も
促
進

し
ま
す
。

広
報
委
員
会

県
板
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
愛
板
」
最

新
号
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
下
さ

い
。

技
研
厨
空
委
員
会

保
証
制
度
の
講
習
会
に
は
委
員
が
講

師
を
務
め
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

厨
房
フ
ー
ド
に
関
す
る
講
習
会
を
秋

に
開
く
予
定
で
す
。

技
能
委
員
会

技
能
検
定
の
受
験
申
請
受
付
を
4
月

初
旬
に
始
め
ま
す
。
実
技
試
験
の
実
施

日
は
７
月
16
日
㈰
、
会
場
は
岡
崎
工
学

院
の
予
定
で
す
。

経
営
研
究
委
員
会

今
後
も
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る
特
別

教
育
講
習
を
100
名
単
位
で
開
き
ま
す
の

で
、
支
部
ご
と
に
取
り
纏
め
て
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

保
証
委
員
会

保
証
制
度
の
改
正
に
伴
い
、
資
格
者

全
員
を
対
象
に
再
講
習
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
是
非
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

保
証
制
度
の
資
格
取
得
の
為
の
講
習

会
も
18
年
度
に
開
き
ま
す
。

技
能
士
会
役
員
会

11
月
に
開
催
さ
れ
る
「
技
能
プ
ラ

ザ
」
に
出
展
参
加
し
ま
す
。
そ
の
際
に

は
各
支
部
よ
り
の
世
話
人
さ
ん
に
も
協

力
を
頂
き
ま
す
。

技
能
士
会
の
無
い
支
部
が
在
り
ま
す

が
、
支
部
長
さ
ん
の
尽
力
に
依
り
会
を

立
ち
上
げ
、
世
話
人
さ
ん
を
選
出
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

青
年
部

2
月
11
日
・
12
日
に
全
国
建
築
板
金

競
技
大
会
が
開
か
れ
、
愛
知
県
板
青
年

部
よ
り
2
名
の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。

そ
の
成
績
発
表
は
3
月
初
旬
の
予
定

で
す
。

第
27
回
青
年
部
通
常
総
会
を
4
月
16

日
㈰
に
「
セ
ン
ト
レ
ア
ホ
テ
ル
」
に
て

開
催
し
ま
す
。

日　
　

時　

４
月
30
日
㈰

午
後
１
時
よ
り
５
時
ま
で

場　
　

所　

岡
崎
技
術
工
学
院

受
講
資
格　

18
歳
以
上

参

加

費　

６
千
円

定　
　

員　

100
名
（
定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
ま
す
）

申
し
込
み
期
限　

４
月
７
日
ま
で

⑴
従
来
の
保
証
制
度（
保
証
と
補
償
）

が
分
離
す
る
。

・
責
任
施
工
保
証
制
度
と
生
産
物
賠

償
責
任
保
険（
Ｐ
Ｌ
保
険
）と
に
分

か
れ
る
。

・
責
任
施
工
保
証
制
度
は
補
修
に
関

す
る
部
分
を
保
証
す
る
。

・
生
産
物
賠
償
責
任
保
険
は
事
業
所

が
負
う
損
害
を
補
償
す
る
。

⑵
保
険
料
は
１
年
間
の
売
上
高
に
応
じ

て
保
険
期
間
開
始
前
に
納
付
す
る
。

（
中
途
加
入
可
）

⑶
保
険
加
入
期
間
は
１
年
間
で
あ
り
、

毎
年
更
新
す
る
。

⑷
補
償
の
限
度
額
は
２
千
万
円
で
、
従

来
と
同
じ
で
あ
る
。

⑸
保
険
に
加
入
し
な
い
場
合
は
補
償
の

対
象
外
と
な
る
た
め
、
補
償
を
継
続

す
る
に
は
加
入
し
続
け
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

⑹
生
産
物
賠
償
責
任
保
険
に
加
入
し
て

お
れ
ば
、
過
去
の
施
工
物
件
全
て
が

補
償
の
対
象
と
な
る
。

・
補
償
の
対
象
と
な
る
の
は
事
故
発

生
時
に
お
い
て
被
保
険
者
で
あ
る

こ
と
が
条
件
で
す
。
保
証
書
を
発

行
し
た
物
件
に
限
ら
ず
、
施
工
し

た
全
て
の
物
件
が
補
償
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

⑺
組
合
を
脱
退
し
た
場
合
、
損
害
賠
償

金
は
支
払
わ
れ
な
い
。（
被
保
険
者
で

な
く
な
る
）

・
施
工
に
対
す
る
保
証
責
任
は
あ
く

ま
で
施
工
者
に
あ
る
の
で
、
組
合

を
脱
退
し
て
も
事
業
所
と
し
て
存

在
し
て
い
る
限
り
、
責
任
は
施
工

し
た
事
業
所
が
負
う
こ
と
に
な
る
。

⑻
組
合
員
個
人
で
生
産
物
賠
償
責
任
保

険
に
加
入
し
て
い
る
場
合
、
新
制
度

の
団
体
生
産
物
賠
償
責
任
保
険
に
重

複
し
て
加
入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
他
の
生
産
物
賠
償
責
任
保
険

の
保
険
料
と
比
較
し
て
、
保
険
料
が

安
価
な
場
合
に
は
切
り
替
え
て
加
入

さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

＊
改
正
は
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら

　

実
施
。

「
県
板
コ
ー
ス
」は
ト
イ
レ
付
き
の
バ

ス
２
台
で
定
員
は
70
名
と
な
っ
て
い
ま

す
。
独
自
の
コ
ー
ス
で
参
加
す
る
支
部

も
有
り
、
愛
知
県
板
か
ら
は
111
名
（
２

月
27
日
現
在
）が
参
加
す
る
予
定
で
す
。

今
年
５
月
よ
り
新
会
社
法
が
施
行
さ

れ
ま
す
。
法
人
の
事
業
所
は
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

（
2
頁
へ
つ
づ
く
）

① 

委
員
会
の
活
動
方
針
に
つ
い
て

② 

第
４
回
石
綿「
特
別
教
育
講
習
会
」

開
催
に
つ
い
て（
案
内
）

③ 

「
責
任
施
工
保
証
制
度
」の

改
正
に
つ
い
て

④ 

第
58
回
全
板
和
歌
山
大
会に

つ
い
て

⑤ 

中
小
企
業
に
お
け
る

新
会
社
法
施
行
に
つ
い
て
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こ
れ
は
「
リ
フ
ォ
ー
ム
産
業
新
聞

社
」
が
主
催
す
る
一
般
消
費
者
向
け
の

イ
ベ
ン
ト
で
５
月
13
・
14
日
に
吹
上

ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
内

容
の
一
つ
に「
体
験
コ
ー
ナ
ー
」が
あ
り
、

そ
こ
へ
の
出
展
依
頼
が
来
て
お
り
ま
す
。

常
務
理
事
会
で
協
議
し
た
結
果
、
開

催
日
が
全
板
大
会
の
直
後
で
あ
り
、
協

力
者
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
と
の
判
断

か
ら
、
こ
の
依
頼
は
断
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

し
か
し
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
我
々
の

仕
事
に
役
立
つ
こ
と
が
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
見
学
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

名
古
屋
城
本
丸
御
殿
の
復
元
が
計
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
基
金
へ
の
寄
付

を
集
め
る
募
金
箱
の
製
作
を
名
古
屋
市

技
能
職
団
体
連
合
会
よ
り
依
頼
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
昨
年
12
月
に
開
か
れ
た
常

務
理
事
会
に
お
い
て
、
こ
の
依
頼
を
受

け
る
こ
と
が
決
ま
り
、
名
古
屋
ブ
ロ
ッ

ク
と
技
能
士

会
に
製
作
を

お
願
い
し
ま

し
た
。
年
末

年
始
の
多
忙

な
時
期
に
も

か
か
わ
ら
ず
、

14
個
の
銅
板
や
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
板
で
作

ら
れ
た
募
金
箱
が
集
ま
り
ま
し
た
。

２
月
３
日
㈮
に
鷲
見
名
古
屋
板
金
連

合
会
長
が
他
の
加
盟
８
団
体
代
表
と
共

に
名
古
屋
市
役
所
を
訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
技
能
を
生
か
し
て
作
ら
れ
た
募
金
箱

を
市
に
贈
り
ま
し
た
。

こ
の
募
金
箱
は
今
後
、
名
古
屋
城
や

観
光
案
内
所
に
常
設
さ
れ
、
又
、
本
丸

御
殿
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
も
置
か
れ
る

そ
う
で
す
。

こ
れ
も
名
古
屋
市
技
能
職
団
体
連
合

会
よ
り
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
名
古
屋

市
内
だ
け
の
事
業
で
す
の
で
、
名
古
屋

ブ
ロ
ッ
ク
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
派
遣
で

き
る
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。
又
、
レ

リ
ー
フ
、
表
札
、
銅
板
折
鶴
の
テ
ー
マ

で
講
座
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
作
成
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
講
師

派
遣
要
請
が
な
さ
れ
た
際
に
は
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

次
回
の
理
事
会
は
４
月
25
日
㈫
午
後

３
時
よ
り
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。以

上
で
議
事
を
終
え
、
相
談
役
３
名

の
方
々
の
挨
拶
の
後
、
大
友
副
理
事
長

が
閉
会
の
言
葉
を
述
べ
て
理
事
会
を
閉

会
し
ま
し
た
。

（
1
頁
よ
り
つ
づ
き
）

豊
田
支
部
は
２
月
26
日
㈰
に
豊
田
産

業
文
化
セ
ン
タ
ー
の
小
ホ
ー
ル
と
多
日

的
ホ
ー
ル
に
於
い
て
支
部
創
立
50
周
年

の
記
念
式
典
と
祝
賀
会
を
開
催
し
た
。

豊
田
支
部
は
昭
和
30
年
に
７
名
の
組

合
員
で
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
で
ち
ょ
う

ど
50
年
目
を
迎
え
た
。
記
念
式
典
と
祝

賀
会
に
は
来
賓
・
招
待
者
・
支
部
組
合

員
を
合
わ
せ
て
107
名
が
出
席
し
た
。

松
井
繁
副
支
部
長
の
開
会
の
言
葉
で

始
ま
っ
た
記
念
式
典
で
は
、
松
井
祐
治

支
部
長
の
挨
拶
の
後
、
次
に
掲
げ
る
表

彰
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
が

壇
上
に
て
表
彰
状
を
受
け
取
っ
た
。

＊
愛
知
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　

会
長
表
彰 

役
員
功
労
者
５
名

 

優
良
従
業
員
９
名

＊
愛
知
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　

会
長
表
彰 

役
員
功
労
者
９
名

＊
豊
田
加
茂
建
設
連
合
協
同
組
合

　

理
事
長
表
彰 

役
員
功
労
者
１
名

＊
愛
知
県
板
金
工
業
組
合
理
事
長
表
彰 

 
 

役
員
功
労
者
７
名

*

豊
田
板
金
工
業
組
合
組
合
長
表
彰

 

役
員
功
労
者
９
名

＊
同　

感
謝
状 
16
名

表
彰
の
後
、
豊
田
市
へ
記
念
品
と
し

て
銅
板
と
真
鍮
板
で
製
作
し
た
鶴
が
豊

田
支
部
青
年
部
長
の
田
中
義
久
氏
よ
り
、

市
長
の
代
理
で
出
席
し
た
産
業
部
産
業

労
政
課
長
の
杉
藤
嘉
洋
氏
に
贈
呈
さ
れ

た
。続

い
て
来
賓
の
祝
辞
と
な
り
、
鈴
木

公
平
豊
田
市
長（
杉
藤
課
長
代
読
）、
三

浦
孝
司
愛
知
県
議
会
議
員
、
服
部
鉦
臣

愛
知
県
議
会
議
員
、
光
岡
保
之
豊
田
市

議
会
議
員
、
齋
藤
充
昭
愛
知
県
板
理
事

長
の
順
で
述
べ
ら
れ
た
。

最
後
に
豊
田
支
部
会
計
の
奥
田
憩
氏

が
閉
会
の
言
葉
を
述
べ
て
式
典
は
終
了

し
た
。

休
憩
後
、
多
目
的
ホ
ー
ル
に
会
場
を

移
し
て
祝
賀
会
に
入
り
、
ま
ず
西
俣
章

実
行
委
員
長
が
挨
拶
し
、
続
い
て
来
賓

の
安
田
渉
中
央
会
振
興
部
長
、
長
谷
川

守
正
能
力
開
発
協
会
常
務
理
事
、
横
山

眞
久
横
山
興
業
㈱
社
長
が
祝
辞
を
述
べ

ら
れ
た
。

そ
し
て
清
水
勝
夫
豊
田
加
茂
建
設
連

合
協
同
組
合
理
事
長
の
音
頭
で
乾
杯
が

行
わ
れ
祝
宴
が
始
ま
っ
た
。
ア
ル
コ
ー

ル
で
会
場
の
雰
囲
気
が
少
し
柔
ら
か
く

な
っ
た
所
で
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
入
り
、

ト
ヨ
タ
自
動
車
民
謡
サ
ー
ク
ル
に
よ
る

「
津
軽
三
味
線
合
奏
と
舞
踊
」が
始
ま
り
、

16
名
の
出
演
者
に
よ
り
12
の
出
し
物
が

演
奏
さ
れ
た
。

会
場
内
に
は
、
最
近
の
愛
知
県
板
や

西
三
板
金
連
合
会
の
会
合
で
会
え
な
く

な
っ
た
懐
か
し
い
顔
や
久
し
ぶ
り
の
顔

の
人
た
ち
の
会
話
が
弾
ん
で
盛
り
上

が
っ
て
い
た
。

祝
宴
も
終
盤
と
な
り
、
梅
村
勝
一
豊

田
職
業
訓
練
協
会
会
長
が
万
歳
三
唱
で

中
締
め
を
行
っ
た
。
こ
の
後
し
ば
ら
く

し
て
和
や
か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に
お
開

き
と
な
っ
た
。

松
井（
豊
田
支
部
）

⑥ 
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
フ
ェ
ア
ー
」

出
展
協
力
に
つ
い
て

⑦ 

名
古
屋
城
本
丸
御
殿
積
立
基
金

協
力
募
金
箱
製
作
に
つ
い
て

⑧ 
名
古
屋
市
立
小
・
中
・
高
校
生
を

　

 
対
象
と
し
た「
も
の
づ
く
り
講
座
」

講
師
派
遣
に
つ
い
て

⑨ 

そ
の
他

▲

祝
辞
を
述
べ
る
齋
藤
理
事
長

創
立
50
周
年
記
念
式
典
と

祝
賀
会
開
く

創
立
50
周
年
記
念
式
典
と

祝
賀
会
開
く

豊

田

支

部

豊

田

支

部

▲

祝
賀
会

▲ 贈呈した募金箱
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全
国
建
築
板
金
競
技
大
会

全
国
建
築
板
金
競
技
大
会

愛

知

よ

り

２

名

出

場

愛

知

よ

り

２

名

出

場

２
月
11
・
12
日（
土
・
日
）、
全
板
連

青
年
部
主
催
の
第
28
回
全
国
建
築
板
金

競
技
大
会
が
、
静
岡
県
富
士
宮
市
「
富

士
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー
」
で
開
催
さ
れ

た
。愛

知
か
ら
は
１
月
の
県
予
選
の
結

果
「
技
能
競
技
の
部
」
に
佐
々
木
利
浩

君（
中
川
港
）、
澤
田
雄
三
君（
岡
崎
）の

二
名
が
全
国
か
ら
の
選
手
47
名
と
共
に

技
を
競
い
合
っ
た
。「
建
築
技
術
の
部
」

に
は
３
年
ぶ
り
に
参
加
選
手
が
い
た
が
、

ケ
ガ
の
為
急
遽
不
参
加
に
な
っ
た
。
来

年
は
両
部
門
に
選
手
が
参
加
す
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

主
催
者
側
は
「
技
能
競
技
の
部
」
に

昨
年
の
約
1.5
倍
の
参
加
申
し
込
み
が
あ

り
、
製
図
室
に
全
員
入
れ
る
か
嬉
し
い

心
配
を
し
て
い
た
。

初
日
は
受
付
、
開
会
式
、
記
念
写
真

撮
影
、
競
技
上
の
注
意
説
明
の
後
、
夕

食
を
済
ま
せ
て
翌
日
に
備
え
た
。

二
日
目
は
、
間
近
に
見
え
る
富
士
山

の
頭
に
少
し
雲
が
か
か
っ
て
い
た
が
好

天
に
恵
ま
れ
、
付
き
添
い
者
達
が
見
守

る
な
か
午
前
８
時
に
競
技
が
開
始
さ
れ

た
。
愛
知
か
ら
は
、
付
き
添
い
者
３
名

応
援
４
名
が
見
守
っ
た
。

競
技
開
始
後
、
40
～
50
分
後
に
は
製

図
を
完
成
し
作
業
場
へ
入
っ
て
行
き
、

す
ぐ
さ
ま
作
業
に
取
り
掛
か
っ
た
。
愛

知
の
選
手
は
50
分
程
で
描
き
あ
げ
た
。

全
国
で
一
番
速
か
っ
た
選
手
は
20
分
程

で
描
き
あ
げ
て
い
た
。

会
場
は
、
時
間
と
共
に
選
手
の
熱
気

愛
知
県
板
金
総
合
職
業
訓
練
協
会
主

催
の
新
春
板
金
セ
ミ
ナ
ー
が
２
月
12
日

㈰
に
愛
知
県
産
業
貿
易
館
で
閉
催
さ
れ

た
。石

川
鐘
吾
当
協
会
常
務
理
事
が
司
会

を
務
め
、
平
野
尾
張
板
金
連
合
会
長
の

開
会
の
言
葉
で
始
め
ら
れ
た
。
最
初

に
当
協
会
の
長
谷
川
会
長
が
挨
拶
を

し
、「
後
継
者
を
育
て
な
け
れ
ば
板
金
業

界
の
発
展
は
な
い
。
板
金
工
業
組
合
と

共
に
協
会
の
発
展
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

次
に
挨
拶
に
立
っ
た
篠
原
全
板
興
業
社

長
は
「
去
年
の
全
板
愛
知
大
会
は
大
成

功
で
あ
っ
た
」
さ
ら
に
「
最
近
は
世
代

交
代
が
進
み
、
私
に
と
っ
て
話
し
相
手

が
少
な
く
な
っ
た
」と
も
述
べ
た
。

続
い
て
挨
拶
に
立
っ
た
齋
藤
愛
知
県

板
理
事
長
は
「
組
合
と
訓
練
協
会
の
２

本
立
て
は
全
国
的
に
少
な
い
。
又
若
い

人
を
育
て
る
に
は
労
働
条
件
を
良
く
し

て
、
１
人
よ
り
２
人
、
３
人
の
方
が
孤

独
に
な
ら
ず
切
磋
琢
磨
し
力
も
大
き
く

な
る
」
と
述
べ
た
。
そ
の
後
第
１
部
の

講
演
で
、
佐
藤
名
南
経
営
セ
ン
タ
ー
代

表
に
よ
る
「
今
年
の
景
気
と
経
営
」
が

あ
り
、
①
今
年
の
景
気
の
方
向
②
デ
フ

レ
は
終
わ
っ
た
か
③
中
小
企
業
の
抱
え

る
人
の
問
題
等
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。

昼
食
休
憩
の
後
、
今
回
の
主
講
演
で

あ
る
㈱
マ
ド
ッ
ク
社
長
荒
山
元
秀
氏

の
「
板
金
業
を
元
気
に
す
る
」
が
あ
っ

た
。
①
私
達
に
と
っ
て
本
当
の
お
客
様

は
誰
な
の
か
②
会
社
と
は
誰
の
も
の
な

の
か
③
板
金
業
は
21
世
紀
に
は
花
形
産

業
に
な
る
④
利
益
を
２
倍
に
す
る
、
な

ど
出
席
者
を
熱
く
す
る
よ
う
な
話
が
多

く
、
昼
食
後
の
講
演
に
も
か
か
わ
ら
ず

眠
気
が
お
き
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
恒
例
の
新
春
福
引
が
あ
り
、

金
賞
、
銀
賞
、
銅
賞
、
理
事
長
賞
、
協

会
賞
、
協
賛
会
社
賞
、
な
ど
合
わ
せ
て

145
点
、
そ
の
他
参
加
賞
な
ど
で
空
ク
ジ

無
し
で
あ
っ
た
。

最
後
に
竹
内
廣
幸
愛
板
知
多
支
部
長

の
閉
会
の
言
葉
で
新
春
セ
ミ
ナ
ー
を
終

え
た
。　
　
　

鈴
木
章
太
郎（
緑
支
部
）

西
尾
支
部
は
１
月
26
日
㈭
、
佐
藤
忠

雄
愛
知
県
板
金
工
業
組
合
副
理
事
長
、

西
俣
章
西
三
板
金
連
合
会
会
長
を
お
招

き
し
て
、
西
尾
勤
労
会
館
に
て
、
西
尾

支
部
第
41
回
総
会
を
行
っ
た
。
組
合
員

二
四
名
中
二
三
名
の
出
席
で
あ
っ
た
。

司
会
に
黒
田
英
夫
氏
、
議
長
に
鈴
木
恵

司
氏
が
選
出
さ
れ
平
成
十
七
年
度
事
業

報
告
、
会
計
報
告
及
び
監
査
報
告
、
ま

た
各
委
員
か
ら
保
証
委
員
会
報
告
、
厚

生
委
員
会
報
告
、
共
同
事
業
委
員
会
報

告
、
技
能
士
会
委
員
報
告
、
青
年
部
報

告
が
あ
り
、
平
成
十
八
年
度
事
業
計
画

と
予
算
案
が
報
告
さ
れ
た
。

御
来
賓
の
佐
藤
氏
か
ら
保
証
制
度
の

改
正
、
フ
ァ
イ
ン
ス
チ
ー
ル
、
ア
ス
ベ

ス
ト
対
策
に
つ
い
て
の
ご
説
明
が
な
さ

れ
た
。

西
俣
氏
か
ら
聖
徳
太
子
が
建
立
さ
れ

た
四
天
王
寺
の
社
務
所
か
ら
入
手
さ
れ

た
旗
の
説
明
。
こ
の
旗
は
文
字
の
線
が

大
工
道
具
の
形
で
構
成
さ
れ
、
南
無
阿

弥
陀
仏
と
書
か
れ
て
あ
っ
た
。
ま
た
、

技
能
検
定
試
験
の
受
験
時
に
使
わ
れ
る

大
き
な
製
図
板
や
Ｔ
定
規
は
、
現
在
購

入
し
難
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
使
わ
れ

な
く
な
っ
た
こ
れ
ら
を
持
っ
て
い
る
方

は
是
非
寄
贈
し
て
頂
き
た
い
と
の
ご
依

頼
が
な
さ
れ
た
。

総
会
終
了
後
、
会
場
を
料
理
店
「
香

村
」
に
移
し
田
中
屋
と
富
士
商
店
の
問

屋
さ
ん
を
ま
じ
え
て
懇
親
会
を
行
っ
た
。

大
橋（
西
尾
支
部
）

と
炭
火
で
温
度
が
上
昇
し
て
い
っ
た
。

愛
知
の
選
手
は
共
に
標
準
時
間
（
３

時
間
30
分
）
内
に
作
品
を
完
成
さ
せ
提

出
し
た
。
そ
の
表
情
は
「
出
来
る
事
は

全
て
や
っ
た
。
後
は
神
の
み
知
る
」
と

い
っ
た
表
情
を
し
て
い
た
。

競
技
終
了
後
、
昼
食
を
は
さ
ん
で
閉

会
式
が
行
わ
れ
、
終
了
後
選
手
達
は
す

ぐ
に
帰
路
に
つ
い
た
。宇

野（
岡
崎
支
部
）

第
41
回西

尾
支
部
総
会

▲

練
習
通
り
に作

業
出
来
て
い
る
か
な
？

（
中
央
が
愛
知
県
選
手
）

▲

最
後
の
調
整
を
す
る
選
手
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編

集

後

記

江
南
支
部総

会
旅
行

江
南
支
部
は
２
月
５
・
６
日
に
支
部

の
総
会
を
兼
ね
北
陸
方
面
ヘ
バ
ス
で
親

睦
旅
行
に
出
か
け
ま
し
た
。
参
加
者
は

13
名
で
朝
９
時
に
江
南
を
出
発
し
ま
し

た
。
米
原
近
く
ま
で
来
る
と
雲
行
き
が

悪
く
、
雪
と
風
が
強
く
て
、
や
む
を
え

ず
途
中
の
見
学
コ
ー
ス
を
変
更
し
て
、

日
比
布
館
、
小
牧
か
ま
ぼ
こ
工
場
を
見

学
し
ま
し
た
。
そ
し
て
国
道
305
号
線
を

通
り
、
今
夜
の
宿
で
あ
る
「
浜
富
旅

館
」
に
は
予
定
よ
り
早
く
到
着
し
ま
し

た
。
こ
の
旅
館
は
福
井
県
越
前
町
に
在

り
、
目
の
前
は
ま
さ
に
日
本
海
と
い
う

所
に
建
っ
て
い
ま
す
。

旅
館
に
入
っ
て
ま
ず
支
部
の
総
会
を

開
き
ま
し
た
。
柘
植
支
部
長
が
挨
拶
を

し
た
後
議
事
に
入
り
、
平
成
17
年
度
事

業
報
告
、
県
板
事
業
の
保
証
制
度
再
講

習
・
ア
ス
ベ
ス
ト
講
習
・
フ
ァ
イ
ン
ス

チ
ー
ル
普
及
活
動
に
つ
い
て
の
説
明
、

18
年
度
の
支
部
役
員
の
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。

総
会
後
、
日
本
海
を
跳
め
な
が
ら
の

ん
び
り
と
湯
に
つ
か
り
体
を
休
め
、
６

時
か
ら
宴
会
と
な
り
ま
し
た
。
菱
川
美

喜
男
氏
の
乾
杯
の
音
頭
で
宴
会
が
始
ま

り
、
日
本
海
で
獲
れ
た
新
鮮
な
海
の
幸

が
卓
上
を
豪
華
に
彩
ど
り
、
全
員
が
納

得
い
く
旬
の
味
で
感
激
し
ま
し
た
。
宴

は
支
部
会
計
の
滝
伸
次
氏
の
一
本
締
め

で
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

翌
朝
も
天
候
が
悪
く
、
日
本
海
か
ら

の
風
は
冷
た
く
寒
さ
が
厳
し
か
っ
た
の

で
予
定
を
変
更
し
、
旅
館
を
９
時
半
に

出
発
し
ま
し
た
。
時
間
の
都
合
で
「
魚

ひ
ろ
ば
」
に
立
ち
寄
り
、
お
土
産
の
買

い
物
を
済
ま
せ
、
バ
ス
の
中
で
は
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

途
中
寄
り
道
し
て
長
浜
へ
回
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
長
浜
に
は
古
い
町
並

み
が
残
っ
て
お
り
、
間
口
の
広
い
長
方

形
の
町
家
が
並
ぶ
通
り
が
碁
盤
の
目
の

よ
う
に
出
来
て
い
ま
す
。
職
人
と
商
人

の
集
ま
り
で
こ
の
町
が
発
展
し
て
き
た

こ
と
を
偲
ば
せ
ま
す
。

ま
た
、
こ
こ
長
浜
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
「
功
名
が
辻
」
の
主
人
公
、
山
内

一
豊
が
長
浜
城
の
城
主
を
勤
め
た
こ
と

か
ら
、「
北
近
江
一
豊
・
千
代
博
覧
会
」

２
月
各
支
部
の
動
き

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
会
場

と
な
っ
て
い
る
長
浜
城
歴
史
博
物
館
、

曳
山
博
物
館
、
長
浜
御
坊
、
大
通
寺
を

見
学
し
ま
し
た
。
夢
と
絆
で
結
ば
れ
た

二
人
の
半
生
を
映
像
や
紙
芝
居
で
紹
介

し
て
お
り
、
見
所
が
多
く
有
り
ま
し
た
。

又
、
見
学
コ
ー
ス
の
途
中
に
は
盆
梅
展

も
開
か
れ
て
お
り
、
樹
齢
四
百
年
を
越

す
古
木
が
放
つ
甘
い
香
り
が
立
ち
込
め

て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
帰
路
に
つ
き
、
予
定
通
り
５

時
に
江
南
ま
で
全
員
が
無
事
に
帰
り
ま

し
た
。

石
井（
江
南
支
部
）

名
古
屋
板
金
連
合
会

３
日　

募
金
箱
贈
呈
式 

２
名

 

（
14
個
市
長
に
贈
呈
）

西
支
部

24
日　

支
部
例
会 

11
名

・
理
事
会
報
告
、
他

東
北
支
部

12
日　

定
例
会 

５
名

昭
和
支
部

８
日　

定
例
常
会 

13
名

瑞
穂
支
部

１
日　

定
例
会 

19
名

熱
田
・
南
支
部

16
日　

定
例
会 

７
名

中
川
・
港
支
部

24
日　

支
部
会
合 
12
名

・
全
板
大
会
参
加
に
つ
い
て
、
他

尾
張
板
金
連
合
会

４
日　

理
事
会
・
新
年
会 

13
名

春
日
井
支
部

８
日　

定
例
会 

12
名

津
島
支
部

５
日　

定
例
会 

８
名

江
南
支
部

５
日
・
６
日　

支
部
総
会 

13
名

 

（
親
睦
旅
行
）

16
日　

定
例
会 

５
名

小
牧
支
部

10
日　

定
例
会 

６
名

岡
崎
支
部

２
日
・
９
日　

成
人
訓
練 

13
名

・
競
技
大
会
の
練
習
、
他

碧
南
支
部

17
日　

青
年
部
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

 

26
名

刈
谷
支
部

13
日　

定
例
会 

４
名

豊
田
支
部

６
日　

第
17
回
50
周
年
委
員
会

　
　
　

第
10
回
役
員
・
班
長
会

 

21
名

13
日　

第
18
回
50
周
年
委
員
会

 

13
名

20
日　

第
19
回
50
周
年
委
員
会

 

16
名

26
日　

創
立
50
周
年
記
念
式
典
・

　
　
　

祝
賀
会 

107
名

西
尾
支
部

15
日　

役
員
会 

11
名

幡
豆
支
部

13
日　

支
部
総
会 

13
名

知
多
支
部

10
日　

理
事
会 

15
名

・
支
部
総
会
に
つ
い
て
、
他

23
日　

役
員
会 

22
名

東
三
支
部

６
日　

定
例
会 

25
名

15
日　

青
年
部
定
例
会 

12
名

27
日　

三
役
会 

10
名

ト
リ
ノ
・
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
が
閉
幕
し

寝
不
足
か
ら
よ
う
や
く
解
放
さ
れ
た
人

も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
前

半
、
中
盤
で
は
日
本
人
選
手
の
手
に
メ

ダ
ル
が
届
き
そ
う
な
ゲ
ー
ム
が
い
く
つ

か
有
っ
た
。
真
夜
中
の
３
時
４
時
に
テ

レ
ビ
を
つ
け
、
せ
っ
か
く
布
団
の
中
で

温
ま
っ
た
体
を
起
こ
し
、
体
が
冷
え
て

い
く
の
を
我
慢
し
て
ゲ
ー
ム
に
見
入
っ

た
。
し
か
し
結
果
は
惜
敗
と
惨
敗
ば
か

り
。
悔
し
さ
と
寒
さ
で
、
そ
の
後
布
団

に
入
っ
て
も
寝
付
け
な
か
っ
た
。

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
女
子
シ
ン
グ

ル
は
朝
６
時
頃
よ
り
荒
川
静
香
と
村
主

章
枝
が
出
場
す
る
と
の
こ
と
。
こ
の
時

間
帯
な
ら
早
起
き
で
ス
ト
ー
ブ
を
点
け

着
替
え
て
か
ら
観
ら
れ
る
。
ま
た
期
待

を
裏
切
ら
れ
る
と
思
い
な
が
ら
テ
レ
ビ

を
つ
け
た
。
し
か
し
荒
川
の
演
技
は
素

人
目
で
見
て
完
壁
で
あ
り
、
し
か
も
ス

ピ
ン
の
時
の
彼
女
の
手
と
腕
の
し
な
や

か
さ
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
彼
女
の
演

技
が
終
わ
っ
た
瞬
間
に
メ
ダ
ル
を
確
信

出
来
た
。

表
彰
式
で
日
の
丸
が
真
ん
中
に
上
り

君
が
代
が
演
奏
さ
れ
た
と
き
、
荒
川
は

は
っ
き
り
と
口
を
動
か
し
国
歌
を
歌
っ

て
い
た
。
最
近
の
日
本
人
メ
ダ
リ
ス
ト

に
は
無
か
っ
た
光
景
で
あ
る
。
彼
女
の

演
技
以
上
に
感
動
し
た
。　
　
　

高
橋

三
月
一
日
㈬　

小
雨

四
一
三
号　

編
集
会
議

広
報
委
員　

七
名
出
席

午
後
二
時
半
開
会　

五
時
閉
会

旅
館
に
て
総
会

▲


